水道料金減免申請書　申請条件についての覚え書き
減免条件については、別紙内規のとおりとする。

ただし、内規４，５，６のみ『１年以上を対象とし』と期限の規定があるため、以下の補足事項を確認する。
また、今後の水道料金についても以下に今後の流れを記載し、確認する。　
□　『１年以上を対象とし』とあるものに関しては、原則1年以上は開栓をしません。

　やむをえない状況で1年以内に開栓する場合は、減免申請月にさかのぼって基本料金を賦課し、納付を確認してから開栓します。（内規４・５・６）

□　転勤等により一時的に空き家になる場合、電気・ガス等を停止することが条件となっているため、停止した日に役場に連絡をしてもらう。（内規４・５）

◎電気・ガス等の公共料金の停止日

　　　　　年　　　月　　　日　　　確認者：

□　今後の水道料金について

　減免申請提出に伴い、最終の水道料金は　　　　年　　月分（　　・　　月使用分の水道料金）が最終支払いとなります。　

（　　　　　年　　　月　　　日納期限）
□　再開栓を希望される場合、開栓した日から水道料金が賦課されます。
上記内容に承諾します。
　　　　年　　　月　　　日　

氏名　　　　　　　　　　　　　　　　印　
